韓国忠南大学留学報告 by 新井 真理奈
【目的】
ここ数年で急激に人や文化の交流が盛んになり，いろいろな面で日本の「好敵手」ともいえる韓国だが，
医療現場における両国の共通点や相違点を肌で感じる
【動機】
語学が好きで，韓国語も勉強していたためいつか韓国に語学留学したいという希望がありました。さら
に，せっかく医学部で勉強しているのだから，医学生らしく医学に関わる留学もしてみたいという希望もあ
りました。ですから，忠南大学と富山大学の交換留学プログラムを知って以来，こんな一石二鳥な好機を逃
す手はないと，アドバンスでは是非志願したいと思っていました。
【日程】
４月２２日 富山空港→仁川空港→大田
４月２３日～５月４日（２週間） 麻酔科にて実習
５月７日～５月１８日（２週間） 消化器内科にて実習
５月２０日 大田→仁川空港→富山空港
【主な実習内容】
 麻酔科
韓国の麻酔科は日本より充実していると聞き，志望しました。毎朝８時に医局に集合し，その日の予定手
術についてのプレゼンを聞き，その後，午前中いっぱい手術室で術中麻酔管理の様子を見学しました。午後
は日によって実習内容が異なり，日帰り手術室にてペインクリニックを見学，ICU 見学，外来見学，教授
のレクチャー，静脈路確保の練習などをしました。実習の仕上げということで，実際の患者さんで気管挿管
を経験させていただき，チームの学生さんと一緒に小テストも受けました。
手術件数も外来患者さんもとても多く，多忙な麻酔科の先生方ですが，レクチャー以外でも，若手の先生
を中心に熱心に教えてくださいました。ペインクリニックに関しては，初めて見聞きすることも沢山ありま
した。帰国の前には，「日本に戻っても頑張って，いいお医者さんになってね。また必ず会いましょうね」
と声をかけてくださり，思わず目頭が熱くなりました。
 消化器内科
内視鏡治療といえば日本，という印象が強いですが，外に出てみるとどんな違いが見えてくるのか，ま
た，似ているような似ていないような韓国人と日本人で，‘common’とされる疾患に違いがあるのかなん
となく気になっていました。毎朝８時～内科合同カンファに出席しました。前日の新規入院患者さんのプレ
ゼンと，抄読会が行われます。担当患者さんを割り当てられることがないので，病棟での実習はなく週に２
回科長の回診に出るだけでした。日替わりで内視鏡検査・治療の見学と外来の見学をしました。内視鏡室で
みる疾患は日本と大差がないように感じましたが，外来は肝炎患者が多かったです。午後はレクチャーを受
け，曜日により ERCP の見学がありました。
質問攻めにされるので緊張しましたが，そこから日本と韓国の疫学的な多少の差や，先生方が医学生に求
める知識にも違いがあるように感じました。
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【休日】
大学で出会った人たちは，口を揃えて，「ここ（大田）は田舎で何もないから，休みの日はソウルやプサ
ンに行くといい」とアドバイスしてくれましたが，私たちとしては，「ソウルなどの大都市なら，今後も旅
行で行く機会がたくさんあるけれど，地方都市は，長期滞在中でないとなかなか行かれない」と思ったの
で，土日は電車やバスでプサン，慶州，全州，大田市内を観光しました。
行き当たりばったりに近い旅のこともあり，満喫しきれず残念なときもありましたが，それぞれに違った
雰囲気の街や名物を味わい，いい思い出になりました。
また，仲良くなった学生の結婚披露宴に顔を出す機会もありました。
【感想】
動機のところで述べたように，語学留学と病院実習を両立しようという意気込みで行ってきました。その
結果，英会話に苦手意識のある先生方や学生さんもとてもよくしてくれました。レクチャーなどもオール韓
国語だったので，頭がパンクしそうでしたが，むこうの学生と同じだけ知識を与えてもらったと思うと充実
感がありました。一方で，私なりに予習していったつもりですが，先生の質問に対し，日本語ではわかるけ
れど，英語でも韓国語でも答えられず悔しい思いをする場面も多く，付け焼刃なものではない，もっとしっ
かりした医学英語，医学的知識を身に着けておけばよかったと，今後の課題もできました。
帰国して数ヶ月が経過し，この報告書を書いている今，日韓関係は微妙な情勢にあります。
ここ数年，音楽や美容などの親しみやすい面ばかりがクローズアップされ，お互いの距離感が縮まってい
たように思います。ですが，価値観の似たところもあればまた違うところもあって当然。違う国なのですか
ら。言うは易しかも知れませんが，雨降って地固まるという言葉があるように，せっかく結んだ友好はこの
まま，これからも切磋琢磨しあい，解決すべきことは解決し，今度はお互いの違いも受け入れた上で末永く
つきあっていけたらと思います。そんな中，富山大と忠南大の出会いの「点」は，「線」になりつつありま
す。これから先も「線」を太くし，近い将来「面」にできたらいいと思います。
最後に，多忙な中，わたしたちの交流を支援してくださる両国の先生方や事務の方々，行かせてくれた家
族に感謝したいと思います。
【費用】
航空チケット（往復） ４２０００円
海外旅行保険 １６０００円
その他（現地での交通費，食費など） 約６００００円
ウェルカムパーティを開いてくださいました。
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